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明らかにした(Yasumura et al. 2002, Yasumura et al. in preparation) ｡こ
の結果を草本群落内の異なるサイズの個体の窒素利用効率と比較した(Hikosaka
and Hirose 2001a) ｡
･同一種が異なる温度にさらされたときに光合成系にどのようなダメージ(光阻害)
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